
 02 会長特別企画2021
  ［新会長インタビュー］産学官の垣根を超えた議論で「ビッグピクチャー」を描こう
  ［語り手］谷口 博昭（第109代土木学会 会長）／［聞き手］羽藤 英二（土木学会誌編集委員長）

 06 編集委員会から
  編集の仕事　羽藤 英二（土木学会誌編集委員長、東京大学 教授）
  編集委員の紹介

 08 特集

  鉄道と道路 ─多様化する社会のために─
  Railways and Roads ─For diversifying society─

 10 年表 ─鉄道と道路の歴史─
 14  座談会  多様化する社会において、鉄道・道路が国土形成に担う役割
  The Role of Railways and Roads in National Land Formation in a Diverse Society
   ［座談会メンバー］金山 洋一（富山大学 都市デザイン学部 都市・交通デザイン学科 教授）／北河 大次郎（文化庁 文化財調査官）／森 昌文（東

日本高速道路（株） 代表取締役兼専務執行役員）／［司会］田中 尚人（熊本大学 熊本創生推進機構 准教授、土木学会誌 編集委員会 幹事長）

 20  うめきた（大阪）地下駅における未来駅への挑戦
  Challenge to "Future station" at the Umekita（Osaka）station
  四家井 祐一（西日本旅客鉄道（株） 鉄道本部 イノベーション本部 主査）

 24  伊豆高原における遠隔型自動運転モビリティの実証実験 
─地域社会に必要とされるモビリティサービスを目指して─

  Demonstration experiment of remote automatic driving in Izu Kogen
   森 友峰（東急（株） 交通インフラ事業部戦略企画グループ新規事業担当 課長）／長束 晃一（東急（株） 交通インフラ事業部戦略企画グループ新規事業

担当 主事）

 26  交通拠点の機能強化を図るバスタプロジェクトの推進 
─みち・えき・まちが一体となった未来空間の創出に向けて─

   Promotion of "BUSTA" Project to strengthen the functions of transportation hub ─Toward creating future space where Michi, Eki, and Machi are integrated─
  原田 洋平（国土交通省 道路局 企画課評価室 課長補佐）

 28 三陸鉄道の歩みと地域活性化に向けた取り組み
  A history of Sanriku Railway and try toward regional vitalization
  中村 一郎（三陸鉄道（株） 代表取締役社長）

 30  道路空間の再構築と公民連携のまちづくり
  Road Space Restructuring and Public-Private Collaboration on Urban Development
  小松 靖朋（大阪市建設局 企画部 道路空間再編担当課長）

 32  事故の記憶を紡ぎ、安全な社会を作るために ─JR福知山線事故を事例として─
  To Build Safety Culture through the Dialogue between Victim and Perpetrator
  八木 絵香（大阪大学 COデザインセンター 教授）

 36  「中央自動車道笹子トンネル天井板崩落事故」から8年 安全文化のさらなる醸成に向けて 
─グループ会社と一体となった安全性向上の取り組み─　

   Eight years after "Chuo Expressway Sasago Tunnel Ceiling Board Collapse Accident" with fostering Safety Culture 
─Efforts toward further improvement of safety with all NEXCO Central group companies─

   飯塚 徹也（中日本高速道路（株） 特別参与 総合安全推進部長・安全啓発館 館長 兼 笹子トンネル天井板崩落事故被害者ご相談室長）

 40  COLUMN  鉄道施設に込められた“仕込み”
  "Preparation" in railway facilities
  田村 暢慶（西日本旅客鉄道（株） 大阪工事事務所 総務企画課 課長代理）

 42  COLUMN  ETC普及の影で
  In the shadow of the spread of ETC
  手嶋 英之（NEXCO中日本 技術・建設本部 技術支援部 専門主幹（ITS担当））

 44  東海道新幹線土木構造物の維持管理
  Maintenance of the Tokaido Shinkansen structures
  辻井 大二（東海旅客鉄道（株） 新幹線鉄道事業本部 施設部 工事課 課長）

 48   道路の維持管理と今後の取り組みについて 
─東日本高速道路（株）におけるDXを活用した道路の維持管理の取り組みについて─

   Maintenance and Management of Roads and Future Approaches 
─East Nippon Expressway Company Limited's approach to road maintenance and management using digital transformation─

  藤澤 元（東日本高速道（株） 管理事業本部 SMH推進チーム サブリーダー）

 52  整備新幹線の建設技術と近年の取り組み ─トンネル・橋梁・高架橋・土構造物の発展に向けて─　
   Construction technology of railway structures and recent try to the projected Shinkansen 

─Toward the development of tunnels, bridges, viaducts and soil structures─
  進藤 良則（（独）鉄道・運輸機構 設計部 設計第一課）

土木学会誌  2021年 7月号
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─
国
土
を
支
え
る
交
通
の
中
で
鉄
道
と

道
路
は
互
い
に
補
完
し
合
い
な
が
ら
成
り

立
つ
の
が
理
想
と
言
わ
れ
ま
す
。
未
来
に
向

け
た
持
続
可
能
な
連
携
を
考
え
る
上
で
ま

ず
、
国
土
形
成
と
鉄
道
の
歴
史
を
金
山
さ

ん
、
国
土
形
成
と
道
路
の
歴
史
を
森
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

金
山

─
編
集
委
員
会
が
作
成
し
た
年
表

を
基
に
、背
景
等
の
解
説
を
加
え
な
が
ら
主

な
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
日
本
最
初
の
鉄
道
計
画
は
、

1
8
6
9
年
の
鉄
道
建
設
の
廟び

ょ
う
ぎ議

決
定
で

す
。実
は
そ
の
（
年
前
の
1
8
6
7
年
、江

戸
幕
府
が
政
権
を
返
上
す
る
前
、幕
府
は
米

国
人
か
ら
鉄
道
建
設
の
出
願
を
受
け
て
認

可
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
政
府
が

こ
れ
を
継
承
せ
ず
、
（
年
後
、
英
国
人
か
ら

の
進
言
に
よ
り
、国
の
事
業
と
し
て
廟
議
に

至
っ
た
の
で
す
。鉄
道
建
設
は
国
力
・
覇
権

に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、英
国
と
の

1957年東京都生まれ。東京大学工学
部土木工学科卒業。日本国有鉄道、日
本鉄道建設公団、（独）鉄道・運輸機
構を経て2018年から現職。2005年
博士（工学）（東京大学）。博士論文の
考え方を骨格とした法律（都市鉄道等
利便増進法）が制定されている。

金山洋一氏
KANAYAMA Yoichi

1959年生まれ。1981年東京大学工
学部土木工学科卒業、同年4月建設省
入省。国土交通省道路局高速道路課
長、同企画課長、大臣官房技術審議官、
道路局長、技監、国土交通事務次官を
歴任。2020年6月より現職。博士（工
学）。

森昌文氏
MORI Masafumi

1969年静岡県生まれ。東京大学工学
部土木工学科卒業。Ecole Nationale 
des Ponts et Chaussées大学院修
了。博士（国土整備・都市計画）。専
門分野は土木史、文化財。『近代都市
パリの誕生』（河出書房新社）ほか。オ
ンライン土木博物館ドボ博館長。

北河大次郎氏
KITAGAWA Daijiro

多
様
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、

鉄
道
・
道
路
が

国
土
形
成
に
担
う
役
割

T
he R

ole of R
ailw

ays and R
oads

in N
ational Land Form

ation in a D
iverse S

ociety

座談会

国
土
形
成
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
「
鉄
道
」
と
「
道
路
」
。
そ
の
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
未
来
に
お
い
て
両
者
が
担
っ
て
い
く
べ
き
役
割
、
抱

え
る
課
題
、
連
携
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
富
山
大
学
の
金
山
洋
一
教
授
、
文
化
庁
文

化
財
調
査
官
の
北
河
大
次
郎
氏
、
東
日
本
高
速
道
路
㈱
代
表
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員

の
森
昌
文
氏
の
3
方
に
伺
っ
た
。

［
座
談
会
メ
ン
バ
ー
］︵
五
十
音
順
︶

金
山 

洋
一
氏
　
　
フ
ェ
ロ
ー
会
員
　
富
山
大
学 

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部 

都
市
・
交
通
デ
ザ
イ
ン
学
科 

教
授

北
河 

大
次
郎
氏
　
正
会
員
　
文
化
庁 

文
化
財
調
査
官

森 

昌
文
氏
　
　
　
正
会
員
　
東
日
本
高
速
道
路︵
株
︶  

代
表
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員

［
司
会
］

田
中 

尚
人
　
　
　
熊
本
大
学 

熊
本
創
生
推
進
機
構 

准
教
授
、
土
木
学
会
誌 

編
集
委
員
会 

幹
事
長

2
0
2
1
年
3
月
9
日（
火
）　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
に
て

RAILWAY・ROAD
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連
携
で
鉄
道
建
設
を
決
め
た
こ
と
は
、歴
史

上
、重
要
な
点
で
す
。

　

そ
の
後
、1
8
8
1
年
に
は
日
本
初
の

私
設
鉄
道
と
し
て
日
本
鉄
道
会
社（

（

（
注

が
設
立

さ
れ
ま
す
。鉄
道
建
設
は
国
が
行
う
中
央
集

権
国
家
を
確
立
す
る
手
段
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、明
治
政
府
に
は
財
源
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
政
府
は
、
民
間
資
本
に
よ
る
鉄

道
建
設
・
運
営
を
許
容
す
る
こ
と
を
決
め
た

の
で
す
。

　

こ
の
当
時
、鉄
道
建
設
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
い
う
考
え
方
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
東
京
─
京
都
の
整
備
は
両

京
間
を
結
ぶ
も
の
で
、そ
の
表
れ
の
一
つ
で

す
。計
画
当
初
は
国
防
等
の
観
点
か
ら
中
山

道
ル
ー
ト
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、山
岳
地

を
経
由
す
る
た
め
工
事
費
が
高
く
工
期
も

か
か
る
こ
と
か
ら
、東
海
道
ル
ー
ト
に
見
直

さ
れ
、1
8
8
9
年
の
東
海
道
本
線
の
全
線

開
通
に
つ
な
が
り
ま
す
。

新
幹
線
建
設
ス
キ
ー
ム
に

上
下
分
離
方
式
導
入

　

1
9
0
6
年
に
は
鉄
道
国
有
法（

（

（
注

公
布
で

私
設
鉄
道
の
国
有
化
が
決
ま
り
ま
す
。し
か

し
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
、
経
営
者
で
あ
る
華

族
や
資
本
家
に
よ
り
国
有
化
に
反
対
さ
れ

る
な
ど
、何
回
か
国
有
化
の
動
き
が
あ
り
ま

し
た
が
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ

で
も
最
終
的
に
国
有
化
に
至
っ
た
理
由
は
、

軍
部
の
存
在
で
し
た
。

　

1
9
3
9
年
に
は
、
そ
の
後
の
新
幹
線

計
画
の
基
礎
に
な
る
弾
丸
列
車
計
画（

（

（
注

が
策

定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
大
陸
の
戦
火

の
拡
大
と
と
も
に
東
京
─
下
関
間
の
輸
送

力
を
強
化
す
る
も
の
で
し
た
。こ
の
計
画
に

は
、
鉄
道
建
設
に
よ
っ
て
、
政
府
と
し
て
勢

力
を
ど
う
強
く
し
、
地
域
を
統
一
す
る
か
、

と
い
う
考
え
方
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
の
ト
ピ
ッ
ク
は
や
は
り
、1
9
5
8

年
の
東
海
道
新
幹
線
建
設（

（

（
注

の
閣
議
決
定
で

す
。東
海
道
線
の
輸
送
力
ひ
っ
迫
へ
の
対
応

で
あ
り
、
需
要
追
随
型
の
判
断
と
言
え
ま

す
。
そ
し
て
、い
く
つ
か
の
選
択
肢
の
中
か

ら
在
来
線
と
は
縁
を
切
っ
た
独
立
し
た
シ

ス
テ
ム
と
し
た
こ
と
で
、現
在
の
新
幹
線
の

形
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
主
体
で
あ
る
日
本
国
有
鉄
道
は
当

時
、国
の
予
算
の
都
合
で
建
設
工
事
が
中
断

す
る
の
を
恐
れ
て
い
ま
し
た
。国
鉄
は
そ
こ

で
、世
界
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
を

画
策
し
ま
す
。新
幹
線
建
設
を
国
際
公
約
に

位
置
付
け
る
こ
と
で
、工
事
中
断
を
回
避
し

よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。世
銀
の
融
資
は
開

発
途
上
国
向
け
の
も
の
で
日
本
は
対
象
外

で
し
た
が
、名
神
高
速
道
路
の
建
設
に
融
資

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、新
幹
線
建
設
で
も
融
資

を
目
指
し
、実
現
し
ま
し
た
。

　

東
海
道
新
幹
線
の
開
通
に
よ
っ
て
世
界

的
な
高
速
鉄
道
の
幕
開
け
を
迎
え
ま
す
。

以
降
、
山
陽
新
幹
線
、
東
北
新
幹
線
、
上

越
新
幹
線
の
開
業
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

1
9
8
7
年
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ
っ

て
、J
R
が
民
間
企
業
と
な
っ
た
た
め
、
新

幹
線
建
設
は
手
段
を
失
い
ま
す
。そ
こ
で
導

入
さ
れ
た
の
が
、
上
下
分
離
方
式
で
す
。
公

的
資
金
で
鉄
道
を
建
設
し
、そ
の
施
設
を
鉄

道
を
運
行
す
る
J
R
に
貸
す
、と
い
う
も
の

で
す
。さ
ら
に
公
共
事
業
関
係
費
の
投
入
が

決
ま
り
、1
9
9
6
年
に
よ
う
や
く
新
幹
線

の
建
設
ス
キ
ー
ム
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

鉄
道
網
の
変
遷
を
見
て
も
分
か
る
よ
う

に
、
新
幹
線
が
整
備
さ
れ
る
一
方
で
、
在
来

線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
弱
体
化
し
て
い
ま

す
。
新
幹
線
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
つ
な
が

る
良
質
な
二
次
交
通
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
が
、今
後
の
大
き
な
課
題
で
す
。

森

─
年
表
を
基
に
明
治
か
ら
大
正
に
か

け
て
の
出
来
事
を
追
う
と
、
鉄
道
の
記
述

が
豊
富
な
の
に
対
し
て
道
路
の
記
述
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。出
来
事
が
増
え
て
く

る
の
は
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
。
鉄
道
に
並

ぶ
の
は
、
戦
後
以
降
で
す
。
国
土
形
成
の
観

点
で
言
え
ば
ま
さ
に
、
鉄
道
が
先
行
し
、
道

路
が
そ
れ
に
追
随
し
て
き
た
、と
い
う
こ
と

で
す
。

　

た
だ
そ
れ
は
、鉄
道
が
登
場
す
る
近
代
に

入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。道
路
の
歴
史
そ

の
も
の
は
古
く
、江
戸
時
代
の
五
街
道
に
近

い
も
の
は
既
に
奈
良
時
代
か
ら
整
備（

（

（
注

さ
れ

て
い
ま
し
た
。
各
国
の
為
政
者
は
、
そ
れ
を

各
国
の
成
長
の
礎
に
し
、う
ま
く
活
用
し
な

が
ら
国
を
治
め
て
き
ま
し
た
。

　

道
路
関
係
の
最
初
の
エ
ポ
ッ
ク
は
、

1
9
1
9
年
の
旧
道
路
法
公
布
で
す
。こ
の

日
本
初
の
道
路
法
で
は
、位
置
付
け
が
バ
ラ

バ
ラ
だ
っ
た
道
路
を
、国
道
を
頂
点
と
す
る

体
系
に
整
理
し
ま
し
た
。
た
だ
、
鉄
道
建
設

が
盛
ん
な
時
代
で
す
か
ら
、旅
客
や
貨
物
の

輸
送
は
鉄
道
が
主
力
で
す
。道
路
は
鉄
道
駅

か
ら
先
の
フ
ィ
ー
ダ
ー（

（

（
注

の
役
割
を
主
に
担
っ

て
い
ま
し
た
。

計
画
策
定
と
資
金
調
達
を

セ
ッ
ト
で
道
路
整
備

　

戦
後
復
興
の
中
で
道
路
整
備
の
計
画
が

持
ち
上
が
り
ま
す
。1
9
5
2
年
に
は
道
路

法
が
改
正
さ
れ
、道
路
整
備
五
箇
年
計
画（

（

（
注

が

策
定
さ
れ
ま
す
。ま
た
道
路
整
備
特
別
措
置

法
が
公
布
さ
れ
、有
料
道
路
事
業
制
度
が
創

設
さ
れ
ま
す
。道
路
は
も
と
も
と
無
料
で
開

放
す
る
も
の
で
す
が
、
有
料
道
路
で
は「
ス

特集│鉄道と道路 ─多様化する社会のために─
Railways and Roads ─For diversifying society─
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ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
と「
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
」を
理
由
に
利
用
者
に
負
担
を
求
め

ま
す
。建
設
主
体
と
し
て
日
本
道
路
公
団
を

設
立
し
、利
用
者
か
ら
徴
収
す
る
利
用
料
金

を
道
路
整
備
の
財
源
に
充
て
る
と
い
う
特

別
措
置
が
、こ
こ
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
の
エ
ポ
ッ
ク
は
、1
9
5
8
年
の
道
路

整
備
緊
急
措
置
法
の
公
布
で
す
。道
路
整
備

の
計
画
を
中
期
計
画
と
し
て
定
め
る
一
方
、

道
路
整
備
の
財
源
を
ガ
ソ
リ
ン
料
金
に
上

乗
せ
し
利
用
者
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
で

確
保
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
セ
ッ
ト

に
基
盤
整
備
を
進
め
る
発
想
で
す
。こ
の
仕

組
み
に
よ
っ
て
、
道
路
網
の
整
備
が
進
み
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
爆
発
的
に
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

高
速
自
動
車
国
道（
高
速
道
路
）の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
が
始
ま
っ
た
の
も
、こ
の
当

時
で
す
。1
9
5
7
年
に
は
、
高
速
自
動
車

国
道
法（

（

（
注

や
国
土
開
発
縦
貫
自
動
車
道
建
設

法
（
（

（
注

が
公
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、日
本
初
の
高
速
道
路
と
し
て
名
神
高
速

道
路
が
整
備
さ
れ
、1
9
6
3
年
に
は
尼
崎

─
栗
東
で
開
通
し
ま
す
。金
山
さ
ん
の
話
に

あ
っ
た
よ
う
に
、世
界
銀
行
か
ら
の
融
資
で

整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
名
神
高
速
道
路
、

東
名
高
速
道
路
、
と
続
く
、
そ
の
後
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、年
表
に
記
載
さ
れ
て

い
る
通
り
で
す
。1
9
6
6
年
に
は
国
土
開

発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法（

（注

（
注

が
公
布
さ
れ
、国

土
開
発
幹
線
自
動
車
道
7
6
0
0
km
の
予

定
路
線
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。主
要
都
市

を
結
ぶ
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、こ

う
し
て
法
律
に
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で
す
。

高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
そ
の
後
さ
ら

に
広
が
り
、1
9
8
7
年
に
は
第
四
次
全
国

総
合
開
発
計
画（

（（

（
注

の
中
で
高
規
格
幹
線
道
路

網
（
万
4
0
0
0
km
の
整
備
が
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
話
を
受
け
、
北
河
さ
ん
に

歴
史
的
観
点
か
ら
整
理
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

北
河

─
こ
れ
ま
で
の
話
を
補
完
す
る
形

で
、鉄
道
と
道
路
の
双
方
に
関
わ
る
話
題
を

三
つ
提
供
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
近
代
国
家
を
形
成
す
る
上
で
、
鉄

道
と
道
路
が
果
た
し
た
歴
史
的
役
割
に
つ

い
て
で
す
。

　

古
代
か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
の
掌
握
は
、
国
を

統
治
す
る
為
政
者
に
と
っ
て
重
要
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
し
た
。
法
や
統
治
機
構
と
並
び
、

国
土
経
営
を
行
う
た
め
の
必
須
の
要
素

だ
っ
た
か
ら
で
す
。近
代
に
な
る
と
新
た
な

展
開
と
し
て
、
藩
ま
た
は
令
制
国
と
い
う

従
来
の
国
々
を
融
合
し
、日
本
と
い
う
国
民

国
家
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
る
必
要
が
生
じ

ま
す
。
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

の
が
、山
や
川
と
い
っ
た
古
来
の
難
所
を
貫

き
、交
流
の
無
か
っ
た
人
々
の
間
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
み
出
す
鉄
道
と
い
う
強
力
な

イ
ン
フ
ラ
施
設
で
し
た
。

　

た
だ
政
府
の
中
央
集
権
化
の
意
図
が
、そ

の
ま
ま
具
体
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に

も
留
意
が
必
要
で
す
。1
8
9
2
年
の
鉄
道

敷
設
法（

（注

（
注

の
公
布
に
あ
た
り
、東
京
を
中
心
と

す
る
（
路
線
か
ら
な
る
政
府
案
が
、地
方
議

員
の
働
き
掛
け
に
よ
っ
て
最
終
的
に
（（
路

線
ま
で
増
え
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に

1
9
2
2
年
に
同
法
が
改
正（

（注

（
注

さ
れ
る
と
、地

方
路
線
が
1
5
0
路
線
近
く
ま
で
増
加
し

て
い
ま
す
。こ
う
し
て
鉄
道
沿
線
の
産
業
が

活
性
化
さ
れ
、ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報

が
全
国
に
行
き
交
い
、国
土
の
一
体
感
が
生

ま
れ
た
こ
と
が
、日
本
が
非
西
洋
国
の
中
で

い
ち
早
く
国
民
国
家
の
仲
間
入
り
を
果
た

す
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

鉄
道
・
道
路
の
整
備
に

民
間
の
果
た
し
た
役
割

　

こ
れ
に
対
し
て
道
路
は
、
な
か
な
か
整

備
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
中
央

集
権
化
を
望
む
政
府
の
考
え
は
、
よ
り
端

的
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
表
れ
て
い
ま
す
。

1
8
8
5
年
の
内
務
省
に
よ
る
国
道
表
、

1
9
1
9
年
に
公
布
さ
れ
た
旧
道
路
法
で

は
、
ほ
ぼ
全
て
の
起
点
を
東
京
に
設
定
し
、

伊
勢
神
宮
、
軍
都
、
港
湾
都
市
に
延
び
る
国

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
定
め
て
い
ま
す
。国
土

計
画
の
立
案
に
長
年
携
わ
っ
た
下
河
辺
淳

氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
内
務
省
型
の
権

威
主
義
的
国
土
政
策
」
で
す
。
こ
れ
は
、
産

業
基
盤
と
し
て
の
道
路
と
い
う
認
識
と
表

裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
、戦
前
期
の
道
路

政
策
の
一
つ
の
特
徴
か
と
思
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
鉄
道
と
道
路
の
競
合
の
歴

史
で
す
。1
8
8
9
年
に
東
海
道
本
線
が

全
線
開
通
し
、1
9
0
6
年
に
路
線
網
を

5
0
0
0
マ
イ
ル（
約
8
0
0
0
km
）
ま
で

延
ば
し
て
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
当
初
、
陸
運
の
中
心
は
鉄
道
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
自
動
車
の
登
場
に
よ
っ
て
、特
に

地
方
レ
ベ
ル
の
鉄
道
と
道
路
の
整
備
に
お
い

て
競
合
す
る
場
面
が
出
て
き
ま
す
。大
正
期

以
降
、
鉄
道
敷
設
法
の
改
正
を
契
機
に
、
地

方
鉄
道
の
整
備
が
進
む
一
方
で
、イ
タ
リ
ア

の
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
ダ（

（注

（
注

に
触
発
さ
れ
た
民
間

企
業
な
ど
に
よ
る
自
動
車
専
用
道
整
備
も

進
展
し
ま
す
。
そ
こ
で
鉄
道
省
が
、
競
合
を

排
除
す
る
た
め
に
自
動
車
事
業
法
案
を
つ

く
る
と
、内
務
省
も
対
抗
し
て
自
動
車
道
法
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案
を
作
成
し
、両
省
の
権
限
争
い
に
発
展
し

ま
す
。そ
も
そ
も
今
は
ど
ち
ら
も
国
土
交
通

省
所
管
で
す
が
、元
を
た
ど
れ
ば
鉄
道
は
工

部
省
系
、
道
路
は
内
務
省
系
の
所
管
で
す
。

欧
州
の
公
共
事
業
省
を
参
考
に
明
治
期
か

ら
た
び
た
び
合
併
論
が
出
ま
す
が
実
現
せ

ず
、戦
後
も
運
輸
省
と
建
設
省
に
所
管
が
分

か
れ
た
ま
ま
で
し
た
。

　

最
後
は
、鉄
道
や
道
路
の
整
備
に
お
け
る

民
間
の
役
割
で
す
。

　

鉄
道
分
野
で
は
、明
治
中
期
に
会
社
設
立

の
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
す
。
中
に
は
、
幹
線

鉄
道
の
建
設
、
経
営
を
行
う
会
社
も
あ
り

ま
し
た
。ま
た
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け

て
、
阪
神
急
行
電
鉄
な
ど
の
民
鉄
が
、
沿
線

の
不
動
産
開
発
や
百
貨
店
経
営
を
取
り
込

ん
だ
多
角
経
営
の
手
法
を
確
立
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
近
代
日
本
の
資

本
主
義
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、道
路
に
は
官
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
と
思
い
ま
す
が
、実
は
予
算
不

足
を
補
う
た
め
に
、明
治
期
か
ら
民
間
資
金

を
導
入
し
た
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

有
名
な
例
が
、
現
在「
箱
根
駅
伝
」
の
コ
ー

ス
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
箱
根
の
国
道
一

号
（
（注

（
注

で
す
。
こ
こ
で
は
、
温
泉
宿
の
有
力
者
が

お
金
を
出
し
合
っ
て
道
路
を
整
備
し
、近
世

の
石
畳
の
東
海
道
か
ら
、温
泉
街
の
エ
リ
ア

に
箱
根
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
を
付
け
替
え
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。
昭
和
前
期
に
は
、
民

間
会
社
が
鎌
倉
山
の
開
発
と
大
船
・
江
ノ
島

間
自
動
車
専
用
道
を
セ
ッ
ト
で
行
っ
た
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
。自
動
車
の
台
数
が
少

な
い
時
代
で
す
か
ら
、自
動
車
専
用
道
に
つ

い
て
は
国
家
予
算
で
は
な
く
、利
用
者
負
担

で
行
う
の
が
道
理
と
い
う
見
方
が
強
く
、内

務
省
も
民
間
の
道
路
整
備
に
は
寛
容
な
姿

勢
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
に
な
る
と
、1
9
5
6
年
に
設
立

さ
れ
た
日
本
道
路
公
団
が
、半
官
半
民
の
組

織
と
し
て
有
料
道
路
を
次
々
と
整
備
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
公

共
性
と
採
算
性
の
両
立
を
目
指
し
て
民
間

の
知
恵
を
ど
う
生
か
す
か
と
い
う
公
団
設

立
時
の
議
論
の
中
で
、沿
道
の
不
動
産
開
発

に
取
り
組
む
べ
き
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。ほ
そ
ぼ
そ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、道
路
の
世
界
に
も
民
間
の
活
力
と
ア
イ

デ
ア
を
生
か
そ
う
と
す
る
伝
統
が
存
在
し

て
い
た
わ
け
で
す
。

課
題
は
鉄
道
で
担
い
切
れ
て

い
な
い
長
距
離
貨
物

─
歴
史
を
振
り
返
っ
た
と
こ
ろ
で
、
次
に

未
来
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
の
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
が
言
わ
れ
る
中
、
発
想
の
転
換
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
ど
う
い
う
課

題
を
抱
え
、
そ
れ
に
ど
う
対
応
し
、
新
し
い

未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
か
。
そ
こ
で
は
鉄
道

と
道
路
の
連
携
も
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま

す
。
鉄
道
と
道
路
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で

お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

金
山

─
ま
ず
、我
が
国
の
根
源
的
な
課
題

と
し
て
お
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、人
口
問

題
で
す
。（（
年
先
ま
で
は
生
産
年
齢
人
口
に

つ
な
が
る
年
少
人
口
の
減
少
が
既
に
決
ま
っ

た
未
来
と
言
え
ま
す
が
、そ
れ
か
ら
先
を
考

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
（（
年
先
を
見
す

え
、政
策
的
に
出
生
率
を
増
や
す
手
を
打
つ

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
の
は
、富
山

県
と
石
川
県
の
出
生
率
の
変
化
で
す
。両
県

の
出
生
率
は
と
も
に
、北
陸
新
幹
線
の
開
通

で
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。新
幹
線
の
開
通
で

関
西
に
加
え
東
京
と
の
人
の
交
流
が
増
え

ま
し
た
。
交
流
が
増
え
る
と
、
経
済
が
回
り

ま
す
。経
済
が
回
る
と
雇
用
が
増
え
た
り
待

遇
が
良
く
な
り
ま
す
。そ
う
な
る
と
個
人
レ

ベ
ル
で
経
済
的
な
余
力
が
生
ま
れ
、出
産
に

踏
み
切
る
家
庭
が
増
え
た
り
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、富
山
大
学
や
金
沢
大
学
を

進
路
と
し
て
選
択
す
る
首
都
圏
在
住
の
若

者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
傾
向
で
す
。ミ
ク

ロ
の
圏
域
、つ
ま
り
地
域
交
通
で
も
、
鉄
道

の
有
無
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
通
学
圏
は
変

わ
り
ま
す
。
欧
州
に
は
、「
P
S
O（Public 

Service O
bligation

（
（注

（
注

）」と
呼
ば
れ
る「
公

共
サ
ー
ビ
ス
義
務
」
が
地
方
政
府
に
あ
り
、

鉄
道
は
そ
の
対
象
と
さ
れ
整
備
や
運
行

サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
に
責
任
を
持
っ
て
い
ま

す
。公
共
交
通
だ
け
で
人
が
動
け
る
環
境
を

提
供
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　

課
題
に
は
こ
の
他
、災
害
対
応
も
挙
げ
ら

れ
ま
す
。こ
れ
も
、P
S
O
の
観
点
か
ら
非

常
に
重
要
で
す
。
日
本
で
は
、
災
害
後
す
ぐ

に
復
旧
し
な
い
路
線
も
多
々
見
ら
れ
ま
す

が
、
多
様
な
世
代
が
利
用
で
き
る
鉄
道
は
、

む
し
ろ
主
要
な
公
共
交
通
と
し
て
、
本
来
、

い
ち
早
く
復
旧
さ
せ
る
対
象
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

国
土
形
成
の
未
来
を
描
く
上
で
は
、ど
う

い
う
都
市
像
を
描
く
の
か
と
い
う
都
市
政

策
論
の
観
点
に
立
ち
、鉄
道
や
道
路
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。ど
う
い
う
利
便
性
を
提
供
す
る
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
で
議
論
で
き
る

場
が
求
め
ら
れ
ま
す
。鉄
道
と
道
路
の
融
合

に
よ
っ
て
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
だ
け
に
、
そ
れ
ら
を
ひ
っ
く
る
め
、

ま
た
は
上
下
分
離
方
式
で
提
案
し
て
い
る

特集│鉄道と道路 ─多様化する社会のために─
Railways and Roads ─For diversifying society─
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官
民
の
役
割
分
担
方
策
も
含
め
、議
論
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

森

─
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
べ
き
課
題

と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
、
そ
し
て
そ
う
し

た
人
口
構
成
の
下
で
も
成
長
力
を
落
と
さ

な
い
た
め
の
生
産
性
向
上
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
言
え
ば
、
具
体

的
に
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
足
と

し
て
も
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
成
長
力

の
確
保
に
も
、安
心
・
安
全
な
生
活
の
維
持

に
も
関
わ
る
問
題
で
す
。こ
の
課
題
に
は
目

下
、
自
動
運
転
で
解
決
を
図
れ
な
い
か
、
可

能
性
を
探
っ
て
い
る
状
況
で
す
。ま
た
少
子

高
齢
化
と
い
う
課
題
は
、交
通
弱
者
の
問
題

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。交
通
弱
者
は
高
齢

者
に
限
り
ま
せ
ん
。将
来
を
担
う
子
ど
も
の

通
学
圏
を
広
げ
る
た
め
交
通
環
境
を
ど
う

確
保
す
る
か
と
い
う
問
題
に
も
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

自
動
車
業
界
が
進
め
る
べ
き
次
世
代
ト
レ

ン
ド
と
言
わ
れ
る「
C
A
S
E（

（注

（
注

」
や
高
齢
化

に
お
け
る
都
市
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
い
う
観

点
か
ら
次
世
代
移
動
サ
ー
ビ
ス「
M
a
a
S（

（注

（
注

」

へ
の
取
り
組
み
が
、ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

　

鉄
道
と
道
路
が
互
い
に
補
完
し
合
う
関

係
に
あ
る
中
で
気
に
な
る
の
は
、
貨
物
輸

送
の
役
割
分
担
で
す
。旅
客
輸
送
に
つ
い
て

は
、
各
交
通
機
関
で
分
担
で
き
て
い
ま
す

が
、
貨
物
輸
送
に
つ
い
て
は
鉄
道
が
弱
い
。

本
来
担
っ
て
ほ
し
い
長
距
離
移
動
を
鉄
道

が
担
い
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
は
、
日
本

の
弱
み
で
す
。

民
間
の
力
を
取
り
入
れ
、

鉄
道
と
道
路
の
連
携
を

─
鉄
道
と
道
路
の
未
来
に
つ
い
て
は
、

金
山
さ
ん
と
森
さ
ん
に
座
談
会
企
画
メ
ン

バ
ー
か
ら
質
問
が
出
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
が
整
備
さ
れ
る
と
、
人
の
動
き
が

変
わ
る
。
そ
の
と
き
、
鉄
道
と
道
路
は
ど
う

連
携
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
内
容

で
す
。

金
山

─
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
に

よ
っ
て
（
大
都
市
圏
が
結
ば
れ
る
と
、国
力

の
向
上
や
国
土
強
靱
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。東
京
圏
と
大
阪
圏
が
結
ば

れ
る
の
を
前
提
に
鉄
道
と
道
路
を
融
合
し

た
政
策
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
く
と
良

い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
東
海
道
新
幹
線
の

線
路
容
量
に
余
力
が
生
ま
れ
る
の
で
、
東
・

名
・
阪
間
以
外
の
沿
線
都
市
間
の
新
幹
線

輸
送
の
利
便
性
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

森

─
品
川
と
名
古
屋
・
大
阪
が
（
時
間
前

後
で
結
ば
れ
る

と
、
国
土
構
造

が
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
で

品
川
と
名
古
屋

が
（
時
間
以
内

で
行
き
来
で
き

る
よ
う
に
な
っ

て
も
、
品
川
と

オ
フ
ィ
ス
の
間

の
移
動
に
さ
ら

に
（
時
間
か

か
っ
て
い
た
の

で
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
高

速
移
動
装
置
を

つ
く
る
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
と

の
間
の
フ
ィ
ー

ダ
ー
を
ど
う
連

携
さ
せ
る
か
、

考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

─
で
は
最
後
に
、
ま
と
め
の
言
葉
を
北
河

さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
河

─
ま
と
め
と
い
う
か
、歴
史
的
視
点

か
ら
の
意
見
と
な
り
ま
す
が
、
戦
中
、
戦
後

あ
た
り
か
ら
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
経
済
原
則

に
基
づ
く
計
画
論
が
主
流
と
な
り
、国
家
形

成
に
関
わ
る
よ
り
多
様
で
根
本
的
な
役
割

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
権
威
主

義
的
な
国
土
政
策
」が
い
い
と
は
思
い
ま
せ 写真1　座談会風景
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ん
が
、経
済
や
産
業
ば
か
り
で
も
バ
ラ
ン
ス

を
欠
い
て
い
る
。
そ
の
点
、
防
災
は
一
つ
の

重
要
な
論
点
か
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
他
に

も
政
策
理
念
や
文
化
と
い
っ
た
視
点
か
ら

改
め
て
イ
ン
フ
ラ
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
か

と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
指
摘
し
た
い
の
は
、
民
間
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
す
。シ
ヴ
ィ
ル
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
起
源
は
、イ
ン
フ
ラ
に
限
ら
ず
複
数

の
分
野
で
産
業
革
命
を
け
ん
引
し
、
社
会

の
繁
栄
を
導
い
た
民
間
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
。

今
、
交
通
分
野
は
自
動
運
転
な
ど
、
再
び
大

き
な
技
術
革
新
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
既
に
新
し

い
動
き
は
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、こ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、事
業
者
と
し
て
長

年
培
っ
た
民
間
の
知
恵
に
加
え
て
、鉄
道
と

道
路
の
専
門
の
垣
根
を
乗
り
越
え
、新
た
な

社
会
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
出
す
、本
来
の
意

味
で
の
シ
ヴ
ィ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
活
躍
に
期

待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。　

森

─
未
来
を
担
う
若
い
世
代
に
宿
題
を

出
し
て
い
い
で
す
か
。イ
ン
フ
ラ
整
備
は
時

間
が
か
か
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、将
来
像

を
に
ら
み
な
が
ら
自
身
の
立
ち
位
置
や
向

か
う
方
向
を
決
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と

W
e
b
会
議
と
の
競
合
関
係
を
ど
う
整
理
す

る
の
が
い
い
か
、ま
た
海
外
と
の
物
流
が
重

要
性
を
増
す
中
で
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
国
内

輸
送
に
鉄
道
は
ど
う
対
応
す
る
の
が
い
い

か
、こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
を
若
い
世
代

に
考
え
て
ほ
し
い
。

金
山

─
私
か
ら
も
。一
つ
は
や
は
り
貨
物

輸
送
の
問
題
で
す
。こ
の
課
題
に
正
面
か
ら

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
す
観
点
か
ら
も
、ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら

も
、鉄
道
貨
物
輸
送
が
社
会
的
役
割
を
果
た

す
に
は
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
考
え
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
地
方
部
の
鉄
道
は
、
運
行
頻

度
等
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
に
課
題
が
見
ら
れ

ま
す
。国
土
の
未
来
に
影
響
し
う
る
も
の
で

あ
り
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
地
域
に
役
立
つ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
考
え
て
ほ
し

い
。─

ま
と
ま
り
の
あ
る
中
身
の
濃
い
内
容

で
し
た
。
有
意
義
な
座
談
会
を
持
て
た
こ
と

に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
注
1
）	日
本
鉄
道
会
社
：
日
本
最
初
の
私
設
鉄
道

会
社
。
政
府
の
鉄
道
建
設
資
金
不
足
を
補
う
た
め
、

華
士
族
の
金
禄
公
債
を
資
本
と
し
て
創
設
し
、
現
在

の
東
北
線
や
高
崎
線
、
常
磐
線
な
ど
を
建
設
・
運
営
。

（
注
2
）	鉄
道
国
有
法
：
日
本
の
鉄
道
は
原
則
と
し

て
国
有
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
法
律
。
産
業
上
、
軍

事
上
の
要
望
に
よ
り
制
定
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
民
営

鉄
道
17
社
約
4
4
0
0
km
が
政
府
に
買
収
さ
れ
た
。

（
注
3
）	弾
丸
列
車
計
画
：
最
高
速
度
2
0
0
km
／

h
以
上
の
高
速
運
転
を
行
う
、標
準
軌（
1
4
3
5mm
）

に
よ
る
幹
線
鉄
道
計
画
。
東
海
道
・
山
陽
本
線
の

輸
送
力
拡
充
、
さ
ら
に
は
中
国
大
陸
と
の
連
絡
と
い

う
目
的
で
計
画
さ
れ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
局

悪
化
に
よ
り
工
事
が
中
断
。
そ
の
用
地
や
施
設
の一

部
は
現
在
の
東
海
道
新
幹
線
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

（
注
4
）	東
海
道
新
幹
線
建
設
：
東
海
道
新
幹
線
の

建
設
に
至
る
経
緯
に
つい
て
は
編
集
後
記
で
紹
介
す
る

「
東
海
道
新
幹
線
と
首
都
高
」（
土
木
学
会
50
＋
50

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
著
）
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
注
5
）	日
本
の
古
代
道
路
：
日
本
に
お
い
て
直
線

的
な
道
路
が
計
画
的
に
整
理
さ
れ
た
の
は
、
7
世
紀

か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
律
令
の
地
方
制
度
は

中
央
で
あ
る
五
畿
と
地
方
で
あ
る
七
道
か
ら
な
って
お

り
（
五
畿
七
道
）
、
七
道
各
国
と
中
央
は
幹
線
官
道

で
結
ば
れ
て
い
た
。

（
注
6
）	フ
ィ
ー
ダ
ー
サ
ー
ビ
ス
：
主
要
な
公
共
交
通

機
関
へ
の
乗
り
継
ぎ
サ
ー
ビ
ス
や
手
段
。

（
注
7
）	道
路
整
備
五
箇
年
計
画
：
道
路
整
備
の
た

め
の
目
標
や
事
業
量
を
定
め
た
中
長
期
計
画
お
よ
び

基
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
政
府
の
経
済
計
画
の一
翼
を
担
う

重
要
な
役
割
を
果
た
す
施
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
た
。

（
注
8
）	高
速
自
動
車
国
道
法
：
高
速
自
動
車
国
道

の
整
備
、
管
理
等
に
関
し
て
定
め
た
法
律
。
高
速
道

路
整
備
の
実
現
に
向
け
て
世
界
銀
行
か
ら
融
資
を
求

め
た
際
に
来
日
し
た
ワ
ト
キ
ン
ス
調
査
団
が
提
出
し

た
報
告
書
が
、
日
本
の
道
路
事
情
の
劣
悪
さ
を
痛
烈

に
批
判
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
日

本
政
府
は
本
法
律
を
制
定
し
、
高
速
道
路
建
設
へ
と

か
じ
を
切
っ
た
。

（
注
9
）	国
土
開
発
縦
貫
自
動
車
道
建
設
法
：
国

民
生
活
領
域
の
拡
大
や
産
業
発
展
を
図
る
た
め
、
国

土
を
縦
貫
す
る
高
速
幹
線
自
動
車
道
の
建
設
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
。

（
注
10
）	国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
：
前

述
の
国
土
開
発
縦
貫
自
動
車
道
建
設
法
お
よ
び
東
海

道
・
関
越
・
東
海
北
陸
・
九
州
・
中
国
の
5
自
動
車

道
建
設
法
の
六
つ
の
個
別
法
律
を
包
括
し
た
法
律
。

（
注
11
）	第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
：
「
多
極
分

散
型
国
土
の
形
成
」
を
基
本
理
念
と
す
る
全
国
総
合

開
発
計
画
。
そ
の
手
段
の一つ
と
し
て
、
高
速
交
通
体

系
の
全
国
展
開
が
推
進
さ
れ
た
。

（
注
12
）	鉄
道
敷
設
法
：
国
が
建
設
す
べ
き
鉄
道
路

線
を
定
め
た
法
律
。
鉄
道
の
将
来
的
な
国
有
化
を
匂

わ
せ
な
が
ら
も
、
実
態
は
民
営
鉄
道
に
よ
る
予
定
線

建
設
を
容
認
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

（
注
13
）	改
正
鉄
道
敷
設
法
：
1
9
2
0
年
頃
に
は

鉄
道
敷
設
法
に
掲
げ
ら
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
路
線
が
完

成
し
て
い
た
た
め
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
も
含
め
た
改
正

を
行
っ
た
。
本
法
律
が
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
建
設
の
根
拠

と
さ
れ
、
ま
た
鉄
道
先
行
路
線
と
し
て
省
営
バ
ス
の
法

的
根
拠
と
も
な
っ
た
。

（
注
14
）	ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
ダ
：
1
9
2
4
年
に
完
成

し
た
、一
般
向
け
の
国
内
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
建
設
さ
れ

た
世
界
初
の一般
用
高
速
道
路
。

（
注
15
）	日
本
初
の
有
料
道
路
：
明
治
4
年
に
明
治

政
府
は
太
政
官
布
告
に
よ
り
、
道
路
・
橋
梁
な
ど
を

私
財
で
建
設
し
て
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
通
行
人
か

ら
通
行
料
を
徴
収
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
の
布
告

に
よ
り
、
東
海
道
筋
の
小
田
原
市
板
橋
か
ら
箱
根
町

湯
本
山
崎
間
4
・
1
km
を
地
元
住
民
ら
の
私
費
に
よ

り
建
設
し
、日
本
初
の
有
料
道
路
と
し
て
開
通
し
た
。

（
注
16
）	P
S
O
（Public Service O

bligation

）：

商
業
的
共
有
は
困
難
だ
が
、
社
会
的
に
望
ま
し
い
サ
ー

ビ
ス
を
、
公
的
資
金
を
投
入
し
て
提
供
す
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
義
務
。
欧
州
で
は
制
度
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

（
注
17
）	C
A
S
E
：Connected

（
コ
ネ
ク
テ
ッ

ド
）
、Autonom

ous

（
自
動
運
転
）
、Shared＆

Services

（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
、Electric

（
電
動
化
）

の
頭
文
字
を
と
っ
た
自
動
車
産
業
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
将

来
動
向
を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
。

（
注
18
）	M
a
a
S
：M

obility as a service

（
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
の
移
動
）の
略
語
。
M
a
a
S
に
つい
て
は
、

土
木
学
会
誌
2
0
2
0
年
5
月
号
の
特
集
「
次
世
代

交
通
と
土
木 

─
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
可
能
性
─
」

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

［
執
筆
］
茂
木 

俊
輔

特集│鉄道と道路 ─多様化する社会のために─
Railways and Roads ─For diversifying society─


